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水深	  6,198–8,076	  m	

Pseudoliparis swirei Gerringer and Linley, 2017	







日本魚類学会のプレスリリースより	



内群，外群，姉妹群	

宮　正樹（1992）「系統分類学入門」より 



宮　正樹（1992）「系統分類学入門」より 

有根樹と無根樹	



同じ分岐関係？	
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同じ分岐関係？	
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分岐図（cladogram）は，分岐の順番のみを示す	



形質の分布表	

形質の状態を　０＝祖先的，１＝派生的　とする	

宮　正樹（1992）「系統分類学入門」より 



形質の状態を　０＝祖先的，１＝派生的　とする	





＊固有派生形質	





練習問題	

ワイリーほか，宮　正樹，訳　（１９９２）「系統分類学入門」より	

形質の状態を　０＝祖先的，１＝派生的　とする	





派生形質と祖先形質の共有関係	

松浦	  (2009)	  動物分類学より	  



2	
脊椎	

脊椎動物亜門の共有派生形質	

脊索動物門	



脊椎動物の分類体系	



分岐分類と進化分類による分類体系の違い	



人類は魚	

Long (2006) 
“Swimming in  
Stone” より	







カライワシ上目の分子系統解析	



カライワシ魚群の系統仮説と分類体系	 井上・宮	  (2001)	  より	

ウナギ目	

カライワシ目	

ソトイワシ目	

フウセンウナギ目	

ソコギス亜目	

ソトイワシ亜目	



カライワシ目イセゴイ科	

Paxton and Eschmeyer (1998) Encyclopedia of Fishes, 2nd ed. より	

イセゴイ　Megalops cyprinoides 



ウナギの産卵場と幼生	

塚本勝巳（1998）日本動物大百科より	

耳石	



ウミヘビ科のレプトケファルス幼生	



フウセンウナギ	

Paxton and Eschmeyer (1998) Encyclopedia of Fishes, 2nd ed. より	

Saccopharynchus	  ampullaceus	  



フクロウナギ	

水深　~1400ｍ	全長35cm	  

フウセンウナギ	

水深　~1100ｍ	

体長	  1.3	  m	  

Eurypharynchus pelecanoides 

Saccopharynchus ampullaceus 



カライワシ上目の分子系統仮説	



カライワシ上目の分子系統仮説と尾部の形状	


